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株式会社ニッコー  

CSR 基本方針・行動基準 

 

制定 2026 年 10 月 9 日 

株式会社ニッコー 

1．はじめに 

株式会社ニッコー（以下、当社）は、車両・船舶用ホーン、ブザー、自転車の錠前などの製造を通

じて社会に貢献してきた製造業者として、法令遵守はもとより、事業活動を通じて社会的責任（CSR）

を果たすことが、事業の継続的な発展に不可欠であると考えています。すべてのステークホルダーと

の信頼関係を大切にし、公正で誠実な事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献します。 

本方針は、お客様をはじめとする社会からの要請を踏まえ、当社が重点的に取り組む分野と、全役

員・全従業員が遵守すべき具体的な行動基準を定めるものです。 

適用範囲：当社の全役員・全従業員（雇用形態を問わず）および当社のすべての事業活動 

 

2．当社の重点取り組み 

分野 当社の主な取り組み 

組織統治 
内部統制の強化／経営の透明性確保／社内規程に基づくマネジメント体制の運

用 

人権 
差別・ハラスメント（カスタマーハラスメントを含む）の防止／障がい者雇用

の推進／児童労働・強制労働の禁止 

労働慣行 
安全衛生委員会による職場環境の確保／育児・介護支援と勤務体制の柔軟化／

資格取得支援などの人材育成／ワークライフバランスの推進 

環境 
省エネルギー・電力消費量の削減／産業廃棄物の削減／騒音・振動の低減と工

場排水の水質管理／環境配慮製品の開発とカーボンニュートラルの推進 

公正な事業慣行 コンプライアンスの遵守／反腐敗・贈収賄の防止／責任ある鉱物調達への配慮 

消費者課題 
品質最優先の徹底／品質向上による事故の低減／防犯性能の向上／品質保証体

制の維持 

地域社会 経済団体活動への参加／地元雇用の創出／地元企業との連携 
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3．CSR 行動基準 

当社は、次の 6 分野について行動基準を定め、全役員・全従業員がこれを遵守します。 

3-1．人権・労働 

(1) 雇用の自主性：強制労働・債務労働等を行わず、従業員の自由な離職を認めます。雇用の条件と

して身分証明書・パスポート・在留カード等の預かりを求めません。 

(2) 児童労働の禁止：児童（満 15 歳に達した日以後の最初の 3 月 31 日が終了するまでの者）を就労

させず、18 歳未満の者を危険有害業務や深夜業に従事させません。 

(3) 差別の禁止：人種、肌の色、年齢、性別、民族、障害、宗教、政治的見解、労働組合への加入、

婚姻の有無等を理由に、採用・昇進・報酬・研修等で差別しません。健康診断や妊娠検査の結果を

差別の目的に使用しません。 

(4) ハラスメントの禁止：セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント、身体的懲罰、暴言等の

非人道的な扱いを行いません。 

(5) カスタマーハラスメントへの対応：顧客・お取引先等による社会通念上許容される範囲を超えた

言動から従業員を守るため、組織として毅然と対応します（一人で対応させない、上司へ報告し指

示を仰ぐ、悪質な事案は警察等と連携する）。正当な苦情・要望には誠実に対応します。また、当

社従業員がお取引先等に対して同様の言動を行わないよう徹底します。 

(6) 賃金：最低賃金、割増賃金、法定給付を含む関係法令を遵守して賃金を支払います。懲戒による

減給は、労働基準法の範囲内で行います。 

(7) 労働時間・休日：法定労働時間と 36 協定の上限を遵守し、労働時間の短縮に努めます。法定の

休日（毎週少なくとも 1 日）および年次有給休暇を付与します。 

(8) 結社の自由：結社および団体交渉の権利を尊重し、従業員が報復の恐れなく経営陣と対話できる

ようにします。 

3-2．安全衛生 

(1) 機械設備の安全：プレス機・塗装設備等に安全装置・防護柵等の対策を講じ、法定点検を含む保

守を行います。 

(2) 職場の安全衛生：安全衛生委員会および安全衛生パトロールを通じて職場の危険源を把握・改善

し、適切な保護具を提供します。化学物質を取り扱う作業では、安全データシート（SDS）に基づ

く管理体制の整備に取り組みます。 

(3) 緊急時への備え：地震・火災等に備え、早期復旧計画および対応手順を整備し、避難訓練の実施、

避難経路・消火器の点検を行います。 

(4) 労働災害・健康管理：労働災害は安全衛生委員会で原因を把握し再発防止策を講じます。法定の

健康診断を実施し、結果に基づく就業上の措置を講じます。 
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(5) 作業負荷・職場環境：重量物の運搬や反復作業等の負荷を把握し、補助具の提供等により軽減し

ます。トイレ・休憩所・飲料水等を清潔に保ち、非常口を表示します。 

3-3．環境保全 

(1) 製品含有化学物質：国内外の法規制の動向を把握し、含有化学物質情報を管理し、禁止物質を製

品に含有させず、お客様の調査・要求に適切に対応します。 

(2) 化学物質の管理：環境を汚染するおそれのある化学物質を適切に取り扱い・保管・廃棄し、使用

量の削減に努めます。 

(3) 排水・廃棄物：水質汚濁防止法等に基づき工場排水を管理し、排水処理設備の適切な維持・更新

に取り組みます。産業廃棄物は適正に区分し、マニフェストにより処理を管理します。 

(4) 大気汚染の防止：揮発性有機化合物（VOC）等の排出物を把握・管理し、削減に努めます。 

(5) 許認可・届出：環境関連法令に基づく許認可の取得、届出および報告を適正に行います。 

(6) 省資源・温室効果ガス削減：エネルギー・水の使用量削減、設備改善、リサイクル等により省資

源化を進めます。スコープ 1・2 の排出量を把握し、削減目標の設定と排出削減に取り組みます。ス

コープ 3 についても段階的な把握に努めます。 

3-4．倫理的経営 

(1) 公正な取引：独占禁止法・中小受託取引適正化法等を遵守し、優越的地位の濫用を行わず、公正

な取引・広告・競争を行います。 

(2) 情報の管理と開示：お客様の情報および個人情報を適切に管理します。事業活動に関する情報は、

法令に従い適切に開示します。 

(3) 知的財産の保護：他者の知的財産権を侵害せず、自社および他者の技術情報・ノウハウを適切に

管理します。 

(4) インサイダー取引の禁止：業務上知り得た未公表の重要情報を不正に使用・漏洩しません。 

(5) 輸出入管理：外国為替及び外国貿易法等の関連法令を遵守し、三国間貿易を含む取引において適

正に手続きを行います。そのための管理体制を整備します。 

(6) 反社会的勢力の排除：反社会的勢力とは一切の関係を持たず、不当な要求には警察・弁護士等と

連携して毅然と対処します。 

(7) 責任ある鉱物調達：紛争や人権侵害に加担しない鉱物調達を目指し、使用する鉱物の調達状況の

把握に努めるとともに、お客様からの調査に誠実に対応します。 

(8) 地域社会への貢献：地元雇用の創出、地元企業との連携等を通じて地域に貢献します。海外との

取引では、現地の法令・文化・慣習を尊重します。 

3-5．腐敗防止 

(1) 法令の遵守：不正競争防止法等、事業を行う国・地域の腐敗防止に関する法令を遵守します。 
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(2) 禁止行為：国内外を問わず、また相手が公務員か民間人かを問わず、汚職・恐喝・横領・贈収賄

等の腐敗行為に直接・間接に関与しません。社会通念上の儀礼の範囲を超える贈答・接待の授受を

行いません。 

(3) 周知：関係法令および社内規程を従業員に普及します。 

3-6．違反行為への対応 

(1) 報告：本方針に違反する行為またはそのおそれを知った者は、上司または経営管理部へ報告しま

す。報告した者に不利益な取り扱いは行いません。お客様に関わる場合は、速やかにお客様へ報告

します。 

(2) 是正：違反が判明した場合は、原因・是正措置・実施時期を定めて是正し、経営管理部が完了ま

で確認します。お客様から指摘を受けた場合も同様に対応し、結果を報告します。 

 

4．推進体制と運用 

(1) 推進体制：経営管理部を主管部門とし、同部長をCSR推進責任者として、既存の委員会等を活用

して CSR 活動を推進します。 

(2) 継続的改善：年度ごとに取り組み状況を確認し、改善を図ります。 

(3) 公表・周知：本方針は当社ホームページで社外に公表し、社内掲示等により全従業員に周知しま

す。 

(4) 見直し：法令の改正やお客様からの要請等に応じて見直し、改訂は役員会の承認を経て行います。 

 

 

以上 


